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Step 1
社会課題の把握・整理

マテリアリティ（案）の策定

Step 2

マテリアリティに取り組み、2030Visionを実現

社内外ステークホルダーとの対話

各本部・グループ各社のサステナビリティ責任者による進捗管理と、 

課題の把握、およびそれらに対する施策を実施。
サステナビリティ推進委員会や取締役会などの会議体にて、定期的に 

経営陣が進捗状況をモニタリング。

経営陣による議論・決定

Step 3

Step 4

未来を共に創るベストパートナー
～Be with you～

持続
的成
長に
向け
た経
営基
盤の
強靭
化

持続可能な社会の実現に向けた 
サステナブルファイナンスの促進

誰もが豊かに過ごせる社会に向けて 
お客様の資産価値最大化に貢献

サステナブル経営の基盤

グリーン＆ソーシャル人生100年時代

イノベーション
豊かな社会に向けたイノベーションと 

自己変革の実現

2030Vision
金融・資本市場を通じ、 
豊かな未来を創造する

ダイバーシティ＆インクルージョン
競争力の強化に向けた 
多様性・専門性の確保

イノベーション
国内外のパートナーとの連携を通じ、社会を豊かにする
イノベーションの創出を目指すとともに、新しいビジネス
機会を拡大し、自らの変革に挑みます。

サステナブル経営の基盤
「人生100年時代」「イノベーション」「グリーン&ソーシャル」「ダイバーシティ&インクルージョン」の実現に向けて、
サステナブルな企業経営を支える基盤を強靭化します。

人生100年時代
人生100年時代を誰もが豊かに過ごせる社会の実現に
向け、多様化するお客様のニーズに合わせ、資産価値
最大化に貢献します。

グリーン＆ソーシャル
脱炭素をはじめ持続可能な社会の実現に向け、社会
課題の解決に資する金融商品・サービスの提供に注力
します。

ダイバーシティ＆インクルージョン
競争力の強化に向けて、社員一人ひとりが多様性・
専門性を発揮し、成長や働きがいを感じられる組織
を目指します。

2030Visionおよびマテリアリティ

2030Visionでは、「金融・資本市場を通じ、豊かな未来を創造する」をコアコンセ
プトとしています。「人生100年時代」において、金融・資本市場のプロフェッショナル
として、質の高いソリューションを提供するとともに、社内外のイノベーション促進、
脱炭素社会への貢献などを通じ、社会の「豊かな未来」の実現に貢献します。

2030Vision策定・改定プロセス

2021年、大和証券グループは2030

年に目指すべき姿として、経営ビジョン
2030Visionを策定しました。そのなか
で、当社グループにとって中長期的に重
要な社会課題を把握・整理し、ステー
クホルダーとの対話などを通じて、マテ
リアリティを特定しました。
そして2024年には、中期経営計画
“Passion for the Best” 2026の策定に
際して、サステナビリティの観点を含め、
当社グループがどのような企業グループで
あるべきかを改めて議論し、2030Vision

を改定しました。
サステナブルな社会と当社グループの
価値向上を実現するため、KPIにより取
組みの進捗を管理し、2030Visionの実
現を目指します。

2030Vision

策定時のプロセス

マテリアリティ
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サステナビリティK P I

マテリアリティ サステナビリティK P I 2 0 2 6年度目標 2 0 2 4年度 4 Q実績 設定趣旨（ビジネスにおける期待効果） 企業価値向上とのつながり

NISA対象公募株式投信残高 
（除くETF） 46,000億円 34,351億円 NISA制度拡充を受けた投資家層のすそ野拡大を通じた

収益の拡大

サステナビリティ関連商品の 
買付経験顧客数 継続的な拡大 59,035口座 お客様にサステナビリティ投資の意義を普及し 

投資家のすそ野を拡大

GX移行債のプライマリー・ディー 
ラー落札ランキング 3位以内 1位 プライマリー・ディーラーとしての実績を通じた、SDGs債

市場の拡大・収益機会の多様化・レピュテーション向上

SDGs関連債リーグテーブル 2位以内 1位 SDGs債などの資金調達手段の多様化への 
取組みにより、収益を拡大

サステナビリティ関連投資残高 1,800億円 1,318億円 安定した投資利回りが見込める再生可能エネルギー・ 
インフラ分野への投資による収益の拡大

ESG投融資残高 1,000億円 1,209億円 社会課題解決に資する投資への参画による 
レピュテーションの向上

グリーンビルディング認証比率 
（DOI／DLI／DLP）＊1 65／20／25% 67.5／23.2／37.6% テナントからのレピュテーション向上・資産価値の向上

デジタル案件価値創出件数＊2／ 
トライアル件数＊3 10／50件 2／45件 ビジネスモデルの変革・新規ビジネスモデルの構築を 

通じ価値創出や生産性向上を実現

女性管理職比率 
（連結／大和証券） 20／25%以上 20.4／23.2% 多様な意見をもとにした業務運営により生産性を向上

男性社員の育児休職取得率 
（連結／大和証券） 100／100%以上 103／101% 多様な意見をもとにした業務運営により生産性を向上

エンゲージメントサーベイスコア 
（連結） 80%以上 81% 社員が能力を発揮できる環境づくりを通じた生産性向上

女性取締役比率 
（大和証券グループ本社） 30%以上 50%

経営判断に多様な視点を取り入れることによる 
ガバナンス強化

温室効果ガス排出量 
（自社＊4／投融資ポートフォリオ＊5） ネットゼロ／186~255 2,725／243＊7 気候変動対策や環境マネジメントを通じた 

ガバナンス強化

オフィス・データセンターへの 
再生可能エネルギー切替率 100% 100%

データセンターやオフィスに再生可能エネルギーを広げ
ることによりカーボンニュートラル社会の実現に貢献

金融経済教育提供者数 250万人＊6 179万人＊8 中長期的な投資人口の増加に寄与

＊1 DOI：大和証券オフィス投資法人、DLI：大和証券リビング投資法人、DLP：大和証券ロジスティクス・プライベート投資法人　＊2 新しいデジタル技術を活用している案件かつ新規性があるもしくはビジネス変革に資する案件。
2026年度単年　＊3 DX案件とAI・データサイエンス案件のトライアル。2026年度単年　＊4 Scope1・2の合計。2030年度単年（単位：t-CO2e）　＊5 対象は電力セクターへのプロジェクトファイナンス（単位：g-CO2e/kWh）。2030年度単年。
一部推計値を含む　＊6 2005-2030年度累計　＊7 2023年度実績　＊8 2005-2024年度累計
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